
このリストは1,95卓1月1フ日に起こつたほ終 汐路大凄災の機災窪摩者の声を反映させて作つたり,付0ち出し品リストJをその後17年

以上の月日が流れる中て変1ヒした社会情勢や 進展した防災 ま次の知恵を考彦に入れ 毒もか自分の■えを1ましめるための方イトとなる

よう改定したものて'こ れを使つて目大地震をはじめ いつかはE8週するかヽしれない自お災をへの市えを進めて〕てくたさい

【この用鞭にメウン0-| ユ ビーして 減次の啓発に=着目くたてい01て=ましたち活開の実Ⅲをどメールてこ田tくだtt ttkaku●a市コej"
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日長:0と まう宗葉,一 クル

宅行:廠神 積路大8災 ,3を人とFI災宗烹センター

●非常時に備える3ステッ乳 まずは、1次から。|

!● グッズを揃える心がけ、4つ 。
●|
な

1年に2[ヨは、
チェックしよう:
■次のチェック日を決めておこう

■飲料 全品の賞味期限 薬品や電
池の使用期限字をチェックして新
しいものに交換しよう それぞれの

品物が古くて劣化していないか 確
認しよう.

■保存食品は交換の際に試食しよ

つ

■衣類をど 手師で変わる必青品を

取り替えるために 年2回 春と秋=

使い方を覚えよう、
身につけよう :
■つかい方を身につけてこそ いざ
という時に役立つ 慣れ親しんで

身体で党えられるような機会を持
とうち

日―プの結び方

簡易トイレのつかい方

救急箱の中身‐ケガの手当

三角巾のつかい方

間 易 懐 |サハイ′ヤレブランケ ット

■いざという時は盤もが 助け 助
けられる立場になる可能性がある。
わか家の備えだけでをく、町内会

自治会などでの共同の備えか どこ

に、どのようにあるか 確認してお
こう

■自治体からのハサートマッフ ウト

常時の行動 憶えのインフオメー

ションを確認しておこう

■地域の防災訓線に参加しよう

1日 用品の汎用L 「自助」に加えて、
|工 夫

・
知 恵 を 家口ろ う !

|■ 日用的に使うものは、いざという
| ときにきまさまな用遠で役立てら
‐れる それぞれの可能性を知り、実

際にましてみようt

新聞紅 ラッブ ビニール袋

口これまでの被災経験者の声から
知恵 アイディアを調べてみようt

口情報をウェブサイ トなどでも入

手 確認してみよう

「共助」の備えも。

ついで、0次 ,2次 も。

家庭や勤務先  1日 の多くを過=す 場所には

「非常持ち出し品Jを偏えよう !とつさの時に

きつと持ち出して逃けられるコンAク トを 1′ヽ ツク

●々次の1日 命j費全などころに基!チる弓に

これたけは,7て いたい という0眼 の環え

●合わせて頭 定元をすつてこチられるいえも

0とこに置く,玄ロ ヨ軍  "ち 出しやすしヽところに
草のトランク!〔コおをとくのヽ長い

非常時 ライフラインか違絶え もしも軌けの手か

層かなかつたとしても 何日間かは自嬉自足して

しのける的品を幅琶しよう 1

●■″チンや やし入れ カレーウ 的口などに ケースに

まとめ取り出しやす(44う こびしやすく

0欧査,ど消|1品け 少なくとも3Bn'｀ いぇたtヽ

●ライフラインか上まつた=て 種災生活を通=すことに

なるかヽしれをい時に 至心なtッ トを考えよう

腰盟桝8:ヤて モdttN
携蒔がてきそうをものは    ″

いつも使うパ ″クや

ボケットに入れ 身につけてみよう !

いつとこて被衣するかわからない災いへの

空心感を持ち,こ う


